
旅館業界の課題
解決に向けて

目の前の課題、一歩一歩着実に
「年先の業界」考える

３
面
か
ら
続
く

多田計介・全旅連会長に聞く

全旅連全国大会で表彰
観光経済新聞賞は沖縄県旅組

厚
生
労
働
大
臣
賞
は
千
葉
県
旅
組
全
旅
連
第

回

人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り
賞

（５） 第２９８７号第３種郵便物認可２０１９年（令和元年）５月３１日（金曜日）

　
―
―
多
田
体
制
の
２
期
目
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
新
し
い
組
織
体
制

は
。

　
多
田
　
民
泊
は
「
住
宅
宿
泊
事

業
法
対
策
委
員
会
」
に
よ
り
、
従

来
通
り
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

　
個
人
的
に
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な

ど
の
研
究
も
考
え
て
い
る
が
、
わ

れ
わ
れ
の
業
界
と
ど
こ
ま
で
フ
ィ

ッ
ト
す
る
か
。
旅
館
は
人
で
成
り

立
っ
て
い
る
商
売
。
人
手
不
足
と

い
っ
て
、
そ
れ
を
何
で
も
合
理
的

に
処
理
し
て
し
ま
え
ば
無
味
乾
燥

に
な
っ
て
し
ま
う
。
人
間
が
つ
く

り
出
す
空
気
感
と
か
、
気
配
り
、

心
配
り
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
―
―
青
年
部
、
Ｊ
Ｋ
Ｋ
（
女
性

経
営
者
の
会
）
と
の
関
係
は
。

　
多
田
　
青
年
部
の
鈴
木
新
部
長

に
は
、
「
親
会
と
は
歩
調
を
合
わ

せ
て
」
と
、
部
長
就
任
前
か
ら
言

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
以
前
か
ら

よ
く
知
っ
て
い
る
し
、
業
界
全
体

の
た
め
に
い
い
働
き
を
し
て
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
Ｊ
Ｋ
Ｋ
は
真
摯

し
ん
し

に
諸
問
題
と
、

経
営
の
勉
強
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
。
私
も
で
き
る
限
り
の
フ
ォ
ロ

ー
を
し
た
い
。
新
会
長
の
田
中
さ

ん
の
手
腕
に
も
期
待
し
た
い
。

　
―
―
大
手
旅
行
会
社
の
ト
ッ
プ

と
全
旅
連
の
幹
部
が
懇
談
す
る
と

い
う
。

　
多
田
　
７
月
ご
ろ
を
予
定
し
て

い
る
。
組
合
員
個
々
で
関
係
す
る

人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
全
旅
連
と

い
う
組
織
を
通
じ
て
こ
の
よ
う
な

テ
ー
ブ
ル
を
設
け
る
の
は
初
め
て

だ
。

　
―
―
テ
ー
マ
は
。

　
多
田
　
観
光
立
国
に
つ
い
て
。

　
私
が
青
年
部
時
代
、
先
輩
に
観

光
の
話
を
し
た
ら
、
「
こ
こ
（
全

旅
連
）
は
そ
の
よ
う
な
話
を
す
る

場
で
は
な
い
」
と
、
怒
ら
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
が

年
、

年

た
ち
、
そ
う
で
は
な
い
形
に
変
わ

っ
た
。
む
し
ろ
持
っ
て
然
る
べ
き

だ
。

　
わ
れ
わ
れ
と
旅
行
会
社
は
日
本

の
観
光
を
支
え
る
両
輪
と
い
っ
て

い
い
。
旅
行
会
社
側
か
ら
も
い
い

話
だ
と
返
事
を
い
た
だ
い
た
。
有

意
義
な
話
が
で
き
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。

　
―
―
令
和
初
の
全
国
大
会
が
茨

城
県
で
開
か
れ
る
。

　
多
田
　
今
年
の
大
会
は

回
目

で
、
１
０
０
回
は
も
う
、
目
の
前

だ
。
今
回
の
大
会
で
は
、
１
０
０

年
先
の
業
界
の
在
り
方
を
考
え
た

い
。

　
１
０
０
年
先
と
い
え
ば
、
自
分

の
孫
や
、
そ
の
子
ど
も
ぐ
ら
い
の

時
代
。
先
の
長
い
話
を
し
て
ど
う

す
る
と
い
う
声
も
あ
る
だ
ろ
う

が
、今
の
時
代
が
な
け
れ
ば
当
然
、

１
０
０
年
後
も
な
い
わ
け
だ
。
わ

れ
わ
れ
の
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
役
割
は
大
き
い
。

　
１
０
０
年
先
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
、
な
か
な
か
分
か
ら
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
で
も
一
歩
一
歩

を
確
実
に
、
目
の
前
の
こ
と
に
取

り
組
む
こ
と
で
１
０
０
年
先
も
見

え
て
く
る
。

　
今
、
改
善
す
べ
き
は
、
わ
れ
わ

れ
に
と
っ
て
障
害
と
な
っ
て
い
る

諸
法
の
改
善
だ
。
実
現
に

年
、


年
か
か
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
主
張
を
し
な
け
れ
ば

何
も
解
決
し
な
い
。
先
輩
た
ち
が

築
い
て
き
た
礎
を
守
り
、
良
い
方

向
に
つ
な
げ
る
努
力
が
必
要
だ
。

選考委員会の様子（５月日、全国旅館会館）

　
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛

生
同
業
組
合
連
合
会
（
全
旅

連
）
は

日
、
東
京
の
全
国

旅
館
会
館
で
第

回
「
人
に

優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り

賞
」
の
第
２
回
（
最
終
）
選

考
委
員
会
を
開
き
、
厚
生
労

働
大
臣
賞
、
全
旅
連
会
長
賞

な
ど
各
賞
を
決
め
た
。
最
高

賞
の
厚
生
労
働
大
臣
賞
は
千

葉
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生

同
業
組
合
、
観
光
経
済
新
聞

社
社
長
賞
は
沖
縄
県
ホ
テ
ル

旅
館
生
活
衛
生
同
業
組
合
が

受
賞
し
た
。
表
彰
式
は
６
月

５
日
、
茨
城
県
水
戸
市
で
開

か
れ
る
全
旅
連
第

回
全
国

大
会
の
席
上
行
う
。

　
賞
は
高
齢
者
な
ど
、
全
て

の
人
に
優
し
い
配
慮
が
な
さ

れ
て
い
る
取
り
組
み
を
各
地

の
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
旅
館
ホ

テ
ル
組
合
を
対
象
に
募
集

し
、
選
考
委
員
会
（
委
員
長

＝
橋
本
俊
哉
・
立
教
大
学
観

光
学
部
教
授
）
が
審
査
、
表

彰
す
る
も
の
。
今
回
は
全
国

か
ら

件
（
旅
館
・
ホ
テ
ル

６
件
、
旅
館
ホ
テ
ル
組
合


件
）
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
っ

た
。

　
厚
労
大
臣
賞
の
千
葉
県
旅

組
は
、
浴
槽
の
高
さ
や
客
室

の
出
入
り
口
の
幅
な
ど
、
組

合
員
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
詳
細

な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
情
報

を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と

で
体
が
不
自
由
な
人
を
含

め
、
多
く
の
人
の
集
客
を
目

指
し
て
い
る
。
調
査
は
車
い

す
ユ
ー
ザ
ー
な
ど
の
協
力
で

実
施
。
現
在
は
７
施
設
の
情

報
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
調

査
を
さ
ら
に
継
続
し
て
掲
載

施
設
数
を
増
や
す
計
画
だ
。

　
観
光
経
済
新
聞
社
社
長
賞

の
沖
縄
県
旅
組
は
、
県
内
の

生
徒
、
学
生
ら
を
対
象
に
し

た
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
仕
事
に

関
わ
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
。
業
界
の
人
手
不
足
が
叫

ば
れ
る
中
、
旅
館
・
ホ
テ
ル

業
界
の
魅
力
や
や
り
が
い
を

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
利
用
し

て
、
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
の
場

で
伝
え
て
い
る
。

　
賞
金
と
し
て
、
厚
労
大
臣

賞
に

万
円
、
全
旅
連
会
長

賞
に

万
円
、
そ
の
他
の
賞

に

万
円
、
５
万
円
な
ど
が

贈
ら
れ
る
。


